


県民講演会「神奈川県の地形・地質と自然災害」のご案内 
 （社）日本地すべり学会では、全国の地すべり研究者、行政の防災担当者、民間企業の防災技術者等の研究発表の場として「研究発表会」を毎年開

催しております。今年は、8月27日～２９日にかけて，神奈川県箱根町での開催となりました。 

 当学会では、お世話になる開催県の皆様への恩返しとして、毎年研究発表会に先だって 【 県民講演会 】 を行っています。今年の県民講演会は、

神奈川県立生命の星・地球博物館との共催で行いますが、第一部では、地元神奈川県の地質に詳しい当博物館の平田学芸部長に、神奈川県の地形

や地質の成り立ちについて講演頂く予定です。また、第二部では、土砂災害の専門家である井上先生に、地元神奈川県で起きた過去の土砂災害の

事例について講演頂く予定です。 

箱根火山や丹沢山地など、現在の神奈川県の大地が、地球史のながい時間の中でどのようにしてつくられたのか？また、富士山の噴火や関東大

震災などで、箱根周辺や神奈川県内でこんな被害があったといった話を、小学校高学年、中学生の方々にも理解できるようにお話しします。災害の話

はともすれば風化しがちですが、親御さんや地元の方とご一緒に聞いて頂き、日頃の防災意識向上に少しでも役立つような内容を予定しています。 

 
※ 講演概要 ※ 

第一部  1億年にわたる大地変動の歴史 

－プレート境界域にできた神奈川の大地－ （平田大二先生） 

  日本は火山と地震の国といわれるほど火山活動や地震が多く、世界でも有数の地殻変動の激しい地域です。それは、日本列島周辺で太平洋プレ

ート、フィリピン海プレート、北米プレート、ユーラシアプレートと呼ばれる４つのプレートが押し合いへし合い、ひしめき合っていることに原因がありま

す。日本列島のほぼ中央に位置する神奈川の大地も、そのようなプレートの動きの結果として出来上がってきました。東部の台地や丘陵がひろがる

平らな地域と、西部の丹沢山地、箱根火山などが連なる山地からできています。この神奈川の大地をつくるのは、約一億年前から数千年前までにで

きた火成岩、堆積岩、変成岩などです。「災害は忘れた頃にやってくる」という言葉もありますが、雲仙普賢岳や三宅島雄山、有珠山などの噴火や、

今年6月の岩手宮城内陸地震や昨年の新潟県中越沖地震などは、まだ記憶に新しいところです。県内にも活火山である箱根火山や、巨大地震を起

すと予想されている活断層もありますが、それらも、プレートの動きに深く関係しています。本講演では、1億年にわたりプレート境界域にできた神奈

川の大地の変動の歴史を紹介します。 

第二部  神奈川県内の大規模で広範囲な土砂災害の事例紹介 

－富士山宝永噴火（1707）と関東地震（1923）による－ （井上公夫先生） 

井上先生は、中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会の「1707富士山宝永噴火」、「1923関東大震災」分科会の委員として、多くの土砂

災害の事例を収集・調査してきました。富士山宝永噴火（1707）により厚く降り積もった火山砂礫と関東地震（1923）時の激震によって、神奈川県内に

は激甚な土砂災害が発生しました。これらは、噴火時や地震時だけでなく、長期間にわたり神奈川県民などに土砂災害を与え続けました。これらの

災害は今から300年、85年前の現象ですが、苦難の連続の中で、これらの災害を克服してきた結果として、神奈川の県土が成り立っています。陸軍

陸地測量部は、関東地震直後の9月6日～15日という短期間で、94名もの要員を配して、『震災地応急測図原図』を作成しました。本講演では、今ま

で専門家でもその存在をほとんど知らなかった応急測図原図をもとに、神奈川県全域（特に箱根地域）で発生した土砂災害の事例を紹介します。 
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